
 

 

 

 

参考３ 福岡県総合計画（概要版・抜粋） 
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【１　活力にあふれ成長力に富んだ経済と雇用の創出】

（６）アジアとつながり、地域が密接に連携し発展
　　 するための社会資本を整備する

≫ 空港、港湾、道路などの交通基盤の整備が進み、県内外へヒト・モノが活発に移動する
拠点づくりを目指します。

≫ アジアとともに発展を遂げることができるよう、アジアとのネットワークをより一層発展
させることを目指します。

≫ 県内の各地域がその特性を活かしつつ、それぞれが発展できるよう、交通ネットワークを
構築することを目指します。

目指す姿

施策の体系

現状・課題

広 域 ネットワ ー クの 整 備

●  福岡空港は、24の国内線と20の国際線を有し（平成24年 1月現在）、全国4位の1,634

万人（平成22年）が利用するアジアの拠点空港としての役割を担っています。しかしながら、

年間の発着回数が約14万回と、滑走路処理容量の14.5 万回に近づいており、朝夕のピーク

時には航空機の遅延が常態化するなど需給が逼迫している状況です。

●  北九州空港は、東京便、ソウル便が就航し（平成24年 1月現在）、120万人（平成22年）

が利用しています。平成22年には、上海線の国際定期貨物路線が就航しました。今後は、24

時間機能を活かし新たな路線誘致に取り組む必要があります。　　

ア ジ ア の 拠 点 空 港 化・
拠 点 港 湾 化 の 推 進

地域の活力を支える道路・
港 湾 の 整 備・ 利 用 促 進

福岡空港のアジア拠点空港化の推進

高 規 格 幹 線 道 路 網 の 整 備

地域の自立促進のための道路網の整備

北九州空港の貨物拠点空港化の推進

基 幹 と な る 道 路 網 の 整 備

県 営 港 湾 の 整 備・利 用 促 進

北九州港・博多港のアジア拠点港湾化の推進
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施策の方向

【アジアの拠点空港化の推進】
○  福岡空港については、過密化対策として滑走路増設の早期着手・完成、その前提となる平
行誘導路の二重化の速やかな実施とともに、国際線の路線数及び便数の充実拡大を図ること

により、アジアの拠点空港化を目指します。

○  北九州空港については、国際貨物便誘致に不可欠な滑走路3,000ｍへの延伸の早期実現を図
るとともに、アジア全体を取り込んだ貨物拠点空港化を目指します。併せて、深夜早朝の旅客

需要を取り込みながら、新たな路線誘致に取り組みます。

●  我が国の貿易に占めるアジアの割合は約5割で、本県においては65％を占めています。平成

22年の本県の貿易相手国は、中国が26％、ASEANが 17％、韓国が12％となっており、主

な輸出品は、半導体部品、自動車となっています。

●  北九州港や博多港は、日本海に面した我が国最大の港であり、アジアの経済発展に伴い極めて

大きな潜在力を有しています。北九州港は、中国、韓国、東南アジアなどアジアで35航路の

国際コンテナ定期航路を有し、平成22年のコンテナ取扱量は48万 TEUとなっています。博

多港は、中国、韓国、東南アジアとアジアで31航路の国際コンテナ定期航路を有し、平成

22年のコンテナ取扱量は75万 TEUとなっています。

●  博多港の平成22年の外国航路船舶乗降人員数は、韓国、釜山航路を中心に88万人となり、

中国からのクルーズ船は61回寄航し9万人が訪れました。

●  平成 23年11月、北九州港と博多港は、「日本海側拠点港・総合的拠点港」に選定されました。

中国、韓国、ロシアなど日本海周辺の対岸諸国の港湾物流拠点としての役割が期待されます。

●  空港や港湾など、ヒトやモノの流れの要となる施設が機能を十分に発揮し、広く地域の発展に

寄与するためには、それら交通拠点施設相互の連絡やインターチェンジなどの交通結節点との

連絡を強化するとともに、東九州自動車道などの広域道路のネットワークを整備することが不

可欠です。

●  地域の自立的かつ持続可能な発展のためには、地域の産業拠点と交通拠点や交通結節点間、ま

たその相互を結ぶ道路網の充実及び交通渋滞対策などによる円滑な交通環境の実現が不可欠です。

●  本県には、重要港湾2港（苅田港、三池港）、地方港湾5港（大牟田港、大島港、宇島港、

芦屋港、若津港）の県営港湾があります。苅田港は自動車産業・セメント産業の後背地を有し、

三池港は外貿コンテナ航路を有するなど、地域物流の一大拠点として重要な役割を担っています。
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【アジアの拠点港湾化の推進】
○  北九州港、博多港については、それぞれの港湾機能を強化するとともに連携を強化し、発展
著しいアジアに近いという地理的優位性を生かし、日本海におけるアジアのゲートウェイとし

て拠点港湾化を推進します。

【広域ネットワークの整備】
○  福岡都市圏や北九州都市圏とのネットワークを強化し、物流・人流の効率化を図るため、平
成26年度完成目標である東九州自動車道などの高規格幹線道路や、それを補完する有明海沿

岸道路などの地域高規格道路の整備を促進します。

○  地域間の連携が円滑に図られるよう、地域と地域を結ぶ基幹的な道路網の整備を促進します。
○  福岡空港、北九州空港、北九州港、博多港、インターチェンジなど広域交通を担う拠点相互
を結ぶ道路網の強化に取り組みます。

【地域の活力を支える道路・港湾の整備・利用促進】
○  地域がそれぞれの特性を活かしつつ自立的に発展できるよう、農林水産業、自動車、バイオ
などの地域の産業拠点と空港、港湾、インターチェンジなどを結ぶ道路網の整備を推進します。

○  交通渋滞を緩和し、交通の円滑化を図るため、都市部の道路相互や鉄道との交差部の立体化
などの整備を推進します。

○  苅田港については、北部九州自動車150万台先進生産プロジェクトの実現に向け、京築北九
州東部地域の産業を支える物流拠点・生産拠点として機能するよう、港湾機能の拡充、工業

用団地の造成、利用促進を図ります。三池港については、中国・韓国航路の誘致の実現に向け、

県南地域の経済・産業を支える国際物流拠点として機能するよう、港湾機能の拡充・利用促

進を図ります。

インターチェンジの整備【九州自動車道　鞍手 IC】（鞍手町）
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